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第8自衛生エ学シンポジウム
2000.11 北海道大学学術交流会館

1-4 
都市ごみ熱分解・溶融プロセス(りサイクリング21)における廃棄物処理実績

OJII村知格(三井造船)、杉本留男巴井造船)、高須賀玄太部(三井湖会)、板谷真積(三井造船)

1.はじめに

近年、捷棄物処理に伴うダイオキシン類の排出と最終処分場の残余容量の逼迫が大きな社会問題

となっており、大量生産・大量廃棄が生み出したごみ社会を変革し、 21世紀を自指した新しい資源

循環型社会の構築が求められている。この様な状況を背景に、熱分解ガス化搭融技術が次世代型ご

み焼却施設として注目を集めている。その中で、閣内初の都市ごみキルン型熱分解溶融施設の商用

1号機として「八女語部クリーンセンターjが約3ケ丹関の試運較を終えて 2000年4月より本格稼

動した。本報は弊社がこれまでに横浜及び千葉で行ってきた実証プラントでの運転実績と、前記商

用プラントの試運転期間から営業運転にいたるまでの運転実績について報告する。

(以下本プロセス)は、ガス化路融方式に分類される。図 1に本ブ

2.プロセス概要

キルン型熱分解溶融プロセス

ロセスのフローシートを示す。
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図 1

本プロセスは以下の工程からなっている。

①前処理工程

熱分解を容易にするため、

②熱分解工穣

破砕されたごみはごみ供給機によって、熱分解ドラムへ定量供給されるo 熱分解ドラム内部には

多数の加熱管が配置されており、内部を高温空気が流れている。熱分解は酸素を遮断した雰囲気で

ごみを常温から約 450
0

Cまで間接加熱して行われ、約l時間かけて熱分解ガスと熱分解カーボンを

生成する。

キルン型熱分解溶融プロセス

ごみはニ軸せん断破砕機で 150"'"'200mm以下に破砕される。

[連絡先}苧290-8601 千葉県市原市八幡海岸通l番地三井造船(掬環境事業本部技術開発部

川村知格 TEL0436-41・1103 FT.J{0436-43・1785 E-mail tkawa@mes.co.jp 
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③不燃物分別工程

熱分解ドラムからは不燃物(鉄、アルミ、ガレキ等)と熱分解カーボンの混ざった熱分解残設が

排出される。先ず¥これらの残誼は冷却装置により約450
0

Cから 80
0

Cまで冷却される。次に振動舗

により、鉄、アルミ、ガレキの混合物から成る粧い成分が分けられ、これらから磁選機・アルミ選

別機により鉄とアルミが分別回収される。振動簡で分けられた細かい成分はカーボンのほかにガレ

キ等の不燃分を含むが、最終的には1臨以下の粒径に粉砕して熱分解カーボンとしてホッパーに一

旦貯留された後，燃焼溶融炉へ定最供給される。

④燃焼溶融工程

熱分解ガスは配管を通して熱分解ドラムから誼接燃焼溶融炉に送られる。熱分解ガスと熱分解カ

ーボンは、燃焼擁融炉内において空気比1.2という低空気比で約 1，300
0

Cの高温で燃焼される。こ

の温度は灰分の溶融温度に対して 100""'150
0C高く設定されており安定した溶融状態を保つことが

できる。また、高温雰閤気と十分な炉内滞留時間及び旋田流による混合により排ガス中の有機分は

従来の焼却炉に比べて十分低い濃度まで酸化分解され完全燃焼が行われる。溶融灰は炉底から冷却

水槽に落ち込み急冷され、水砕スラグとして排出される。この水砕スラグは土木資材や建築資材と

して有効利用できる。また、一部の溶融飛灰は燃焼溶融炉から排ガスとともに排出されるが、後段

の集じん器で捕集され、再び燃焼裕融炉へ良され最終的にはほとんどの灰分がスラグとして回収さ

れる。

⑤廃熱回収工程

燃焼溶融炉排ガスは溶融炉水冷壁等で蒸気自収され、高温空気加熱器に入り熱分解用の加熱空気

と熱交換され、高撮空気が回収される。その後、廃熱ボイラで飽和蒸気を過熱し、高温・高庄蒸気

(400
0

C x 4MPa)を発生する。

⑥発電工程

間収した高温・高圧蒸気を用いて蒸気タービン発電機により発電が行われ、ごみの持つエネルギ

ーが最大限回収される。発電した電力は工場内の機器の運転に使用したり、売需をしてランニング

コストを大幅に低減させることができる。

⑦排ガス処理工程

排ガスは減温塔で冷却された後、除じん用パグフィルターで飛灰が、脱塩用パグフィルターで塩

化水素と硫黄酸化物が除去される。徐じん用バグフィルターで除去された飛灰は燃焼溶融炉に戻さ

れて再び溶融される。一方、脱塩用パグフィルターから出る残誼は、薬剤処理・セメント器化を行

い埋立処分される。

3.実証プラントにおける運転実績

(1)横浜実証プラントにおける運転実績

当社は 1991年8月にドイツのシーメンス社からガス化溶融技術を導入し、 1994年かち 2年間、

横浜市と共同で20t/自の実証プラントを運転し、以下の実証試験を行った。

• 60 B連続運転 ・熱分解ガス専焼運転 ・粗大破昨ごみ混焼運較

・カロリー急変試験 ・100%灰鑓環運転 ・主灰混合処理運転

横浜実証プラントでは表1に示すように、約9，100トンのごみを処理し、約9，300時間の運転を

行った・1)。この実証フラントによる運転の結果、ごみの持つエネルギーを利用した灰の溶融、鉄・

非鉄の回収、ダイオキシン類の生成抑制等がプロセスの特徴として認められ、また本プロセスがご

みの中間処理技術として適切であるととが評価されて、 1996年4月に(財)廃棄物研究財団から技

術評価審を取得した。
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表1 英語プラントにおける運転実績

鰐 間 jごみ処理嚢(トン)I運転時期 (hr) 
1994.9......1996.11 9，098 9，338 

1998.1......2000.8ι800 5，020 

(2)千葉モデルプラントにおける運転実績

実証プラントを千葉県市原市の当社工場に

移設し、千葉県iの環境新技術推進棋度(エコ

テク・サポート制度)の採用第1号として 1998

年1月から 3年3ヶ月の予定で、千葉県との共

同研究を開始した。共同研究では①都市ごみ以

外の廃棄物に対する適用実証試験、②溶融スラ

グの有効利用検討、及び③更なるダイオキシン

類削減の検討を目的に種々の試験運転を行っ

ている。千葉モヂルプラントでは、家庭系一般

ごみの処理運転に加えて、以下に恭す廃棄物の 草案1 千葉モヂルプラントの全景

混合処理試験を行った。

・一般ごみ十焼却灰

.一般ごみ+下水汚泥

表2 千葉モデルプラントの廃棄物処理実績

鹿棄物処理霊(卜ン)(1998. 1 -2000. 8) 

-プラスチックごみ十焼却灰

-プラスチックごみ十焼却灰十下水汚泥
一般ごみ

千葉モデjレプラント(写真1)でのこれまで I4，625 
の運転実績を表1に、各種魔棄物の処理実績を表

2に示す。一候!として、プラスヂックごみ+焼却灰

+下水汚泥の混合処理試験?で確認、された三種廃棄

物の適切な漉合処理範囲を図2 (図中色付き部)

に示す 2)。本試験では、プラスチックごみの高い

発熱量と低水分量、及び、下水汚泥の高い水分割合

と低発熱量がそれぞれに補完しあい、さらにプラ

スチックの溶流による伝熱管への炭化固着を焼却

灰が防止できることにより、広い範聞で三種廃業

物の漉合処理ができることを確認した。

プラスチック

ダ10弘o

4，800 

。 ・‘ 100
100 80 60 40 20 0 

4.商用プラントにおける運転実績 汚泥婚経一 競却灰

実証プラントにおける豊富な運転実績をもとに、 国2 三種廃薫物の処理可能混合範閉

鹿内初の都市ごみキルン型熱分解溶融施設が設

計・施工され、 2000年8月の竣王以来、順調な営業運転を続けている。以下に、商用プラントの施

設の概要と、商用プラントの運転で確認された本プロセスの特長について報告する。

(1)施設概要

-施設名称 八女西部クリーンセンター(竿真2)

-処理能力 一般ごみ処理施設 220ト幻自 (110トン/臼 X2炉)

不燃粗大ごみ処理施設50トン/5時間

-発電設備 1950kW 
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写真2 八女商部クリンーンセンター全景

(2)密己熱溶融の実現

熱分解ドラムに必要な加熱空気の全熱量を高温空気加

熱器で臨収じ、燃焼裕融炉においても補助勝料を使用せ

ず主ごみの持つエネルギーのみで灰分の溶融運転が実現

できている。このときのごみ発熱震は熱収支から求めて

約 1700kcallkgであった。

(3)低窓気比撚焼の達成
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空気比と CO、NOx濃度の関係を図3に示す 3)。とれ

から空気比1.2でCO濃度 10ppm以下、及びNOx濃度

100ppm以下を達成できた。このとき COピークの発生

もなく、 COはほとんどゼ口で連続した安定運転を確認

した。これらは熱分解ドラムでごみの質的変動を十分に

吸収し、ごみを熱分解ガスと熱分解カーボンという質的

に安定した燃料に改質した結果である。

o 2 3 45  

燃焼溶融炉出口O2濃度[vol幻

1.1 
:m気比

(4)ダイオキシン類の低減 関3 CO、NOx濃度の鰐係

さき施設から排出される各部のダイオキシン

類濃度を表3に示す。低空気比燃焼の実現によ

って約 1300"Cの高温燃焼が可能となり、排ガス

中のダイオキシン類の発生が抑制された結果、

表3 ダイオキシン類データ (Co四 PCBsも含む)

170
0

Cの低温バグフィルターのみで 0.1ng-

TEQ/m3N 以下を満足した。また、脱塩残波と

スラグからのダイオキシン類排出最を加えた

総排出量は 0.26μg~TEQ/ご、みトンで厚生省試算

現自

排ガス

スラグ

脱犠残潰

総排出量

単位

ng同 TEQ/m3N

ng-下EQ/g

ng-TEQ/g 

μg-TEQ/ごみトン

値の 4.25μg-TE_QIごみトンの 1110以下にまで低く抑えられている。
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(5)スラグの有効利用

溶融スラグの溶出試験結果を表4に示す。本

施設の接融スラグはメタル鉄の混入がほとん

どないため、スラグに錆の発生はなく、スラグ

を有効利用する上で優れている。スラグの主成

分はSi02、CaO、Al203であり、化学的に安定

しているため重金属の溶出はなく、土壌環境基

準の環告 46号を満足している。また摩砕した

溶融スラグも同様に環告46号を満足しており、

すでにアスフアルト用骨材として有価で出荷

している。

(6)減容化率

試運転開始から約 5ヶ月鰐にわたって計測

した本施設の物質収支を表5に示す。本施設で

は鉄、アルミはスラグと同様に有価物とし℃回

収し、出荷している。唯一の埋立物はj税塩用パ

グフィルターから排出される脱塩残濯であり、

滅容化率は11103となった。

5.おわりに

表4 スラ夕、溶出試験結果(環告46号)

項箆 単位 分析値 3基準値

水素イオン濃度 I(凶)I 6.9 
語 !長7i....l ミ正弘前 r'之0.01
六個クロム I mg/ I I < O. 01 く0.05

ひ章表 i 羽g/II く0.001 I < 0.01 
セレン く0.002 < 0.01 
カドミウム I mg/I I < 0.001 I < 0.01 
総水銀 I mg/l I < 0.0005 1. < 0.0005 

表5 間形物支諜

難撞
ごみ犯踏盟こ

滅菌協 減割保 見蹴撞
対す磁1治
-ー・・.....ー....................ー・..........骨・.......-・・・・.........・4・・・....
トン Z 一 トン1m3

ロ制度韓 13，473 一 一 0.25 

E雌認識 473 3.51 1/28 1/103 0.9 

スラグ 1，032 7.66 有価売却 1.2 

プレス鉄 54.3 0.40 有価売却 2.5 I 

プレスアルミ 19.9 0.15 有価売却

弊社は横浜及び千葉での実証プラントにおいて、長期間にわたる運転実績を積むと問時に多岐に

わたる廃棄物の処理試験を行ってきた。その経験が商用プラントの設計に十分反映され、閣内初の

都市ごみキルン型熱分解溶融施設が順調に営業運転を行っている。また、実証プラントで確認して

きた本プロセスの特長が、商用フラントにおいても十分に発揮されていることが確認された。今後

も吏に運転実績を積むことによって、本プロセスの安定性を確認してゆく予定である。
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